
 

 

 

平成25年度 第１回静岡県道路交通渋滞対策推進協議会 

 

 

日時：平成２５年６月２８日（金）10:00～ 

場所：静岡県庁 別館７階 第３会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

 

１．開  会 
 

２．会長挨拶 

 

３．議  事 

 

(１) 検討の流れ（案）について 

 

(２) 今後の取り組み方針（案）について 

 

(３) 協議会規約（案）について 

 

(４) その他 

 

４．閉 会 

 

 

＜配布資料＞ 

 ・資料-１ 検討の流れ（案） 

 ・資料-２ 今後の取り組み方針（案）  

 ・資料-３ 協議会規約（案） 

 ・資料-４ 新東名高速道路（御殿場JCT～三ヶ日JCT）開通後１年間の 

交通状況および整備効果 
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１．検討の流れ１．検討の流れ （案）（案）

第１回協議会の開催（H24.6.27）
・交通基礎データの共有
・意見交換 等

第２回協議会の開催（H24.7.31）
・地域の渋滞箇所の素案の決定
・パブリックコメントの実施内容・手法等の決定

第３回協議会の開催（H24.12.18）
・パブリックコメント等を含めた地域の主要渋滞箇所の特定

地域別検討部会（各エリア）
・課題・方向性の確認・共有
・対策方針の立案
・対策案のとりまとめ

パブリックコメントの実施
（H24.8.10～26）

地域の主要渋滞箇所の公表
（H25.1.22）

第４次渋滞対策プログラム （平成18年度～）

平
成
２
４
年
度

平
成
２
５
年
度
以
降

協議会の開催（H25.6.28）
・今後の進め方の共有

協議会の開催（年度末）
・年度末に、各検討部会の検討状況及び結果を報告
・対策の決定

以降、継続してフォロー

資料－1
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２．今後の取り組み方針２．今後の取り組み方針 （案）（案） 資料－2

H25.2.6 社会資本整備審議会 道路分科会

第４２回基本政策部会 配布資料
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静岡県全体における対応方針について（案）

１．静岡県の概況１．静岡県の概況

２．方向性２．方向性

■バイパスや環状道路の整備による交通容量の拡大を図るとともに、ソフト対策による渋滞軽減への取り組みを図り

検討部会において、地域のエリア毎に、更なる対策検討及び対策効果を検証してまいります。

３．静岡県全体の交通ネットワークイメージ３．静岡県全体の交通ネットワークイメージ
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富士エリア

・県民活動に著しい影響を与えている道路交通渋滞は、朝夕のピーク時や観光
シーズンの交通集中により、県内各所で発生。

・主要渋滞箇所は、県東部の沼津市、県中部の静岡市、県西部の浜松市などに集
中しており、この３都市に全体の約５０％の箇所が集中。

道路
交通
状況

・東西155km と東西に長い県土を有し、可住地面積は35%であり、主として海岸沿
いの東海道沿線など平地に中規模都市が連なる構造。

また、政令指定都市が２市存在するなど、他県と比べて多極化した地域構造。

・流動方向は、国道1 号や東海道本線などの幹線交通基盤が整備されている東西
方向への流動が顕著。

・東西交通の要衝として交通環境の優位性が確保されてきたが、全国的に新幹線
や高速道路等が整備され、その優位性が低下。

・富士山静岡空港の開港や新東名高速道路の供用を契機に、新たな対応が必要。

静岡県
市街地
の状況

概要

・道路交通の円滑化を図るため、バイパスや環状道路の整備によるネットワークの
充実や現道拡幅、交差点改良などのボトルネック（円滑な流動を妨げる隘路とな
る部分）対策を計画的に進める。

道路

整備

・マイカーによる通勤、通学の公共交通へのシフト促進策は、地球温暖化対策とし
ての自動車からの二酸化炭素排出抑制とも合致しており、こうした取組により、ソ
フト対策としての交通渋滞軽減を進める。

総合

対策等

概要

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（踏切）

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

高速道路の主なﾈｯﾄﾜｰｸ

一般道の主なﾈｯﾄﾜｰｸ

5252

138138
139139

246246
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浜松エリア

藤枝・焼津エリア

静岡エリア

富士エリア

沼津・三島エリア

検討経緯

・静岡県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、「静岡県道路交通渋滞対策推進協議会」※（以下「協議会」）において、道路

利用者のみなさまが実感している渋滞箇所等を「地域の主要渋滞箇所」として選定しました。

・この度、「地域の主要渋滞箇所」に対する対応方針を「協議会」にて検討し、決定しました。

国土交通省中部地方整備局、中部運輸局、静岡県警本部、静岡県、静岡市、浜松市、静岡県道路公社、

中日本高速道路株式会社、静岡県トラック協会、静岡県バス協会、静岡県タクシー協会

※ ｢静岡県道路交通渋滞対策推進協議会｣の構成員

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

地域の主要渋滞箇所 選定

主要渋滞箇所 対応方針

対応方針対応方針

【【検討検討部会メンバー部会メンバー】】 道路管理者 都道府県警察 基礎自治体 交通事業者
国、静岡県、静岡市
浜松市、NEXCO

静岡県警
（警察署）

市、町 鉄道事業者
バス事業者
ﾀｸｼｰ事業者など

その他
学識経験者
市民団体など

運輸局
中部運輸局
（静岡運輸支局）
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－

16区間（39箇所）

単独箇所：45箇所

島田市
磐田市
掛川市
袋井市
湖西市
菊川市

牧之原市等

エリア外
（地区別）

－

4区間（9箇所）

単独箇所：13箇所

富士宮市
御前崎市等

エリア外
（地区別）

御殿場IC出口

9区間（20箇所）

単独箇所：20箇所

御殿場市
裾野市
熱海市
伊東市
下田市
伊豆市

伊豆の国市等

エリア外
（地区別）

西部地域中部地域東部伊豆地域
地域

（検討部会）

浜松市中心部付近
藤枝市・焼津市

中心部付近等

静岡市（静岡・清水

都心地区付近）
富士市中心部付近

沼津市・三島市

・長泉町

中心部付近等

主な市町村

等

4区間（26箇所）

単独箇所：6箇所

5区間（14箇所）

単独箇所：3箇所

20区間（44箇所）

単独箇所：10箇所

5区間（10箇所）

単独箇所：0箇所

10区間（26箇所）

単独箇所：5箇所

主要渋滞

箇所数
（高速IC出口除く）

－－静岡IC出口－－
高速IC出口

の有無

浜松河川国道事務所静岡国道事務所沼津河川国道事務所事務局

浜松エリア藤枝・焼津エリア静岡エリア富士エリア沼津・三島エリアエリア

■ 静岡県内 ３地域５エリアの概況

２．今後の取り組み方針２．今後の取り組み方針 （案）（案）

※エリアは概ねの範囲を示したものであること、地域を跨ぐ区間があることから、エリア別主要渋滞箇所数は目安である。

• 地域ごとの検討部会を中心に検討を進める。

渋滞対策推進協議会については、年度末に開催し、各検討部会の検討状況及び結

果を報告。

■ 検討体制等
① 渋滞対策推進協議会の進め方

② 検討部会の進め方

• 渋滞対策推進協議会において選定・公表された「地域の主要渋滞箇所」について、地

域別の検討部会でエリア毎に関係機関と連携し、対策内容（ハード・ソフト）の検討・実

施を進めていく。

• なお、エリア外については、検討部会において道路管理者及び都道府県警察を中心

に対策内容（ハード・ソフト）の検討・実施を進めていく。

静岡県道路交通渋滞対策推進協議会静岡県道路交通渋滞対策推進協議会

西部地域検討部会
○浜松エリア

○エリア外

中部地域検討部会
○富士エリア

○静岡エリア

○藤枝・焼津エリア

○エリア外

東部伊豆地域検討部会
○沼津・三島エリア

○エリア外

道路管理者 都道府県警察 基礎自治体 交通事業者

国、静岡県

静岡市、浜松市
NEXCO

静岡県警

（警察署）

市、町 鉄道事業者

バス事業者

ﾀｸｼｰ事業者など

その他

学識経験者

市民団体など

■検討体制等

運輸局

中部運輸局
(静岡運輸支局)
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（１） 地域別検討部会における論点

論点 概要

①
情報・問題意識の
共有

・エリア概況（社会経済状況、産業、拠点等）

・交通特性、渋滞の概況

・過去～現在の対策の実施状況

・渋滞の問題点

（産業・観光・環境・交通安全など社会経済活動への影響）

・地域のニーズ等

②
エリアのめざすべき
方向

・上位計画の位置付け、将来像（総合計画、都市マス、開発

計画等）の整理

・渋滞（交通課題）に関して目指すべき方向の設定

（即効的な対策を中心に）

③渋滞の特徴・特性 ・渋滞の発生時期、要因等の分析

④対策等の方向性

・エリアで提供すべき道路サービスを検討 （目指す方向・レ

ベル等）

・対策内容（ハード・ソフト）の期待される効果等を検討

⑤役割分担 ・各関係機関別の役割分担の設定

• 検討部会においては、下表に示す論点を軸に継続的に議論を実施していく。

• 各機関で実施する調査や対策（ハード・ソフト）等に関しても、情報共有を図ってい

く。

（２） 検討・実施の流れ検討・実施の流れ

基本情報の共有
・地域別検討部会の論点等の確認・共有

・地域の概況、渋滞状況等の情報共有

・道路管理者等のこれまでの渋滞対策の検討、実施中・当面予定の共有

課題・方向性の確認・共有
・ｴﾘｱにおける渋滞箇所の状況報告

・渋滞箇所の原因分析に関する意見交換

・求めるべきｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙの設定に関する意見交換

・対策の進め方に関する意見交換

・実施中の渋滞対策の詳細（目的・効果等）の報告

対策方針の立案
・対策方針の立案

・効果の期待される重点対策、ｿﾌﾄ対策に関する意
見交換

対策案のとりまとめ
・渋滞対策ﾒﾆｭｰのとりまとめ

・重点対策（ﾓﾃﾞﾙ事業）、ﾊｰﾄﾞ対策、ｿﾌﾄ施策のとり
まとめ

（・実施した渋滞対策の効果をﾌｫﾛｰ）

道路交通渋滞対策推進協議会
・対策案の報告（ｴﾘｱ：地域別検討部会、ｴﾘｱ外：道路管理者等）

・対策の決定

道路交通渋滞対策推進協議会
・主要渋滞箇所の公表（対応方針の検討）

H24年度 第3回協議会（H24.12）

協議会（年度末）

検討部会（６月）

H24年度

H25年度以降

道路交通渋滞対策推進協議会
・これまでの検討経緯、今後の進め方の共有

協議会（６月）

H25年度以降、

年4～5回程度

地域別検討部会を

開催

地域別検討部会（各エリア）

２．今後の取り組み方針２．今後の取り組み方針 （案）（案）

ｴﾘｱ外

道路管理者・

都道府県警察

等を中心とした

ﾒﾝﾊﾞｰにより、

課題や実施中

の対策等に関

する情報を確

認・共有し、対

策案として整

理する。
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静岡エリアにおける対応方針について（案）

概要

静岡市

市街地

の状況

・静岡市は、県都・商都として都市機能が集積している。

・東西軸を形成する東名高速、国道1号、JR東海道線をはじめ、東西方向に交通網

が発達しており、各駅等を中心として商業施設等の集積がある。

・自動車分担率が他の政令指定市に比べ高く、東西方向の道路に交通量が集中し

ている。

・新東名等の拡充を活かしたさらなる交流圏域の拡大が期待されている。

道路

交通

状況

・東西軸については、静清BPの2車線区間、国道1号（現道）、国道150号等河川を

横断する道路にて、速度ｻｰﾋﾞｽの低下や、渋滞が発生している。

・ｴﾘｱ北側に新東名・静清BP等が位置し、 (主)山脇大谷線等市街地部から高速道

路等へのｱｸｾｽ道路で渋滞が発生している。

概要

総合

対策等

・中・長期的な視点に立ち、静岡・清水都心地区のまちづくりの目標・取り組みや進め

方の方向性を示す「静岡市都心地区まちづくり戦略」が策定され、地区の目標像を

踏まえた「交通」のあり方を「将来交通ビジョン」として、取り組んでいる。

“集約連携型の都市構造”に転換するため、都心・副都心を形成し、

都市機能を集約し、それらを公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸで連携させていく。

・6つの基本方針、整備目標を定めた「静岡市のみちづくり」に基づき、効果的、効率

的な対策を進めている。

みちづくりの基本方針…協働、命をつなぐ、連携強化、交流促進、

安全を守る、ひとにやさしい）

道路

整備

・国道１号静清バイパス（４車線化、清水立体）の整備

・国道150号静岡ＢＰの整備、国道362号の整備など

■国道１号静清バイパス、国道１５０号静岡バイパス等の整備を進めるとともに、「静岡市都心地区まちづくり戦略」等を

実施しつつ、検討部会において、更なる対策検討及び対策効果を検証してまいります。

検討経緯

・静岡県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、「静岡県道路交通渋滞対策推進協議会」※（以下「協議会」）におい

て、 道路利用者のみなさまが実感している渋滞箇所等を「地域の主要渋滞箇所」として選定しました。

・この度、「地域の主要渋滞箇所」に対する対応方針を「協議会」にて検討し、決定しました。

国土交通省中部地方整備局、中部運輸局、静岡県警本部、静岡県、静岡市、浜松市、静岡県道路公社、

中日本高速道路株式会社、静岡県トラック協会、静岡県バス協会、静岡県タクシー協会

※ ｢静岡県道路交通渋滞対策推進協議会｣の構成員

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

地域の主要渋滞箇所 選定

主要渋滞箇所 対応方針

清水港清水港

1

1

362

静
清
Ｂ
Ｐ

静
清
Ｂ
Ｐ

((

44車
線
化

車
線
化

))

静清静清BPBP

(4(4車線化車線化))

静清静清BPBP

((清水立体清水立体))

静岡都心地区静岡都心地区

清水都心清水都心

地区地区

国道国道150150号号

((静岡バイパス静岡バイパス))

国道国道150150号号

((久能拡幅久能拡幅(4(4車線化車線化))))

国道国道362362号号

((羽鳥～安西・安西橋羽鳥～安西・安西橋 44車線化車線化))

県道県道 井川湖御幸線井川湖御幸線

((下～松富上組下～松富上組 44車線化車線化))

静岡県庁静岡県庁

・市役所・市役所

JRJR

新
幹
線

新
幹
線

150

新東名高速道路
静
清
B
P（主

）山
脇
大
谷
線

（主
）山

脇
大
谷
線

東
名
高
速
道
路 安

倍
川

安
倍
川

東
西
方
向
の
道
路
に
交
通
が
集
中

高速道路等へ

のアクセス道路

に交通が集中

静岡市都心地区まちづくり戦略

（事例）公共交通と連動した自転車利用促進策
：サイクルトレイン

凡 例

＜主要渋滞箇所＞
箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

１．静岡エリアの概況１．静岡エリアの概況

２．現在の対策等２．現在の対策等

３．静岡エリアの主要渋滞箇所と現在の対策等３．静岡エリアの主要渋滞箇所と現在の対策等

対応方針対応方針

道路管理者 都道府県警察 基礎自治体 交通事業者
国、（静岡県）
静岡市、NEXCO

静岡県警

（静中･静南･清水署）

静岡市 鉄道事業者
バス事業者
ﾀｸｼｰ事業者など

その他
学識経験者

市民団体など

運輸局
中部運輸局

（静岡運輸支局）

【【検討検討部会メンバー部会メンバー】】
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参考-1．「都心地区まちづくり戦略」（Ｈ22年度、静岡市都市計画課）の概要参考-1．「都心地区まちづくり戦略」（Ｈ22年度、静岡市都市計画課）の概要

参考-2．「静岡市のみちづくり」（Ｈ22年度改訂版、静岡市道路計画課）の概要参考-2．「静岡市のみちづくり」（Ｈ22年度改訂版、静岡市道路計画課）の概要

■静岡都心地区の交通ビジョン ■清水都心地区の交通ビジョン

■計画の概要（交流を促進するみちづくりの例）

【参考】静岡エリアにおける対応方針について～現在の対策等の例～（案）

■計画の概要（連携を強化するみちづくりの例）

参考-3．国道１号静清バイパスの概要参考-3．国道１号静清バイパスの概要

国道1号静清バイパスは、地域高規格道路「静岡東西道路」の一部を構成し、静岡市の環状道路の一部として、交通混雑の緩和、交通安全の

確保、静清都市圏の発展の支援等を目的に計画された静岡市清水区興津東町から静岡市駿河区丸子二軒家に至る延長24.2kmの幹線道路

である。

参考-４．静岡市の道路整備事業（国道150号 静岡バイパス等）の概要参考-４．静岡市の道路整備事業（国道150号 静岡バイパス等）の概要

国道150号は、静岡市清水区を起点とし、主に県の

沿岸部を西進し、浜松市に至る延長約121ｋｍの主要

幹線道路である。
現国道150号は、近年の交通量の増加に伴い、慢性

的な交通渋滞が発生し、地域経済にも大きな影響を与

えている。このため、駿河区下島から駿河区中島につ
いて、延長2.3kmｍの4車線のバイパス（一部高架）が

計画された。

■国道150号静岡ﾊﾞｲﾊﾟｽ 完成ｲﾒｰｼﾞ■静岡市の主な道路整備事業（最近完了した事業を含む）

【現在実施している事業】
・国道362号（羽鳥～安西・安西橋）の4車線拡幅
・国道１号静清バイパス羽鳥ＩＣのﾌﾙ規格化（H26年度）に併せて整備推進

・国道150号（静岡バイパス（中島）および久能拡幅）
・清水港とのアクセスの強化

・県道井川湖御幸線（下～松富上組）4車線拡幅、県道清水富士宮線（庵原）BP整備

・新東名高速道路および中部横断自動車道とのアクセス強化

H22.8H22.8

※「静岡市都心まちづくり戦略」とは、総合計画、都市計画マスタープラン等を踏まえながら、「静岡・清水」の両都心地区を対象に具体的な

まちづくりの方向性・進め方を示したものであり、都市構造編、まちづくり編、交通体系編の３編で構成されている。

※「静岡市のみちづくり」とは、総合計画の目指すまちの姿「活発に交流し価値を創り合う自立都市」を実現するため、道路整備の方向性を

策定したものである。



          資料－３ 

静岡県道路交通渋滞対策推進協議会規約(案) 

第１条（名 称） 

    本協議会は「静岡県道路交通渋滞対策推進協議会」（以下協議会という）と称する。 

第２条（目 的） 

    静岡県内における道路交通の渋滞解消を図るため、道路管理者、公安委員会、運輸 

   局、及び都市計画部局など関係機関の間で意見交換、調整を図り、円滑な道路交通を 

   確保するとともに、健全な都市形成に資することを目的とする。 

第３条（組 織） 

    協議会は本目的に関係する官公署団体等で構成する。 

第４条（協議会） 

  １． 協議会は委員の要請により会長が招集する。 

    会長は国土交通省中部地方整備局静岡国道事務所長とする。 

  ２． 委員は、別表１に定めるとおりとする。但し、必要に応じ関係者の出席を求める 

    ことができるものとする。 

第５条（協議会の運営・進行） 

   協議会の運営・進行は、会長がこれにあたることとする。 

第６条（検討部会） 

  １． 第２条に規定する事項について、静岡県の西部、中部、東部伊豆地域ごとに事前 

    調査及び調整を行うため、協議会に各地域ごとの検討部会を置く。 

  ２． 検討部会の部会長は関係地域の国土交通省直轄国道事務所の副所長（技）とする。 

  ３． 検討部会は協議会を組織している関係官公署団体等のなかから部会長が指名する職 

    員で組織する。但し、必要に応じ関係者の出席を求めることができるものとする。 

  ４． 第４条及び第５条の規定は検討部会の会議に準用する。この場合において、同条 

    中「協議会」とあるのは「検討部会」、会長とあるのは「部会長」と読み替えるも 

    のとする。 

第７条（事務局） 

    協議会の事務局は国土交通省中部地方整備局静岡国道事務所調査課、中部運輸局静岡運輸支局 

、静岡県交通基盤部道路局道路企画課、静岡県警察本部交通部交通規制課、静岡市建設局道路部

道路計画課、及び浜松市土木部道路課に置く。 

また、検討部会の事務局は部会長が所属する国土交通省直轄国道事務所の調査担当課に置く。 

第８条（その他） 

    本規約に規定されていない事項については協議会に諮り決定することとする。 

く附 則〉 

 １．この規約は平成２年１２月１４日から施行する。 

 ２，この規約改正は平成５年 ６月１４日から施行する。 

 ３．静岡県道路交通円滑化連絡協議会（平成２年１２月１４日発足）は廃止する（平成５年６月１４日付） 

 ４．この規約改正は平成 ５年 ８月３０日から施行する。 

 ５．この規約改正は平成 ６年 ９月２１日から施行する。 

 ６．この規約改正は平成 ９年 ３月１９日から施行する。 

 ７．この規約改正は平成 ９年１０月３０日から施行する。 

 ８．この規約改正は平成１７年１０月３１日から施行する。 

 ９．この規約改正は平成２０年 １月１５日から施行する 

１０．この規約改正は平成２４年 ６月２７日から施行する。 

１１．この規約改正は平成２５年 ６月２８日から施行する。 



◎ 中部地方整備局 静岡国道事務所長

〃 建政部　都市整備課長

〃 道路部　道路計画課長

〃 道路部　地域道路課長

〃 道路部　交通対策課長

〃 沼津河川国道事務所長

〃 浜松河川国道事務所長

中部運輸局 交通環境部　環境課長

〃 静岡運輸支局長

静岡県 企画広報部　政策企画局　企画課長

〃 文化・観光部　交流企画局　交通政策課長

〃 交通基盤部　道路局　道路企画課長

〃 交通基盤部　道路局　道路整備課長

〃 交通基盤部　道路局　道路保全課長

〃 交通基盤部　都市局　都市計画課長

〃 交通基盤部　都市局　街路整備課長

静岡市 建設局　道路部長

〃 都市局　都市計画部長　交通政策担当部長

浜松市 土木部長

〃 都市整備部長

静岡県警本部 交通部　参事官兼交通企画課長

〃 交通部　交通規制課長

中日本高速道路(株)東京支社 総務企画部　企画調整チーム　リーダー

〃 保全・ｻｰﾋﾞｽ事業部　交通技術チーム　リーダー

〃 保全・ｻｰﾋﾞｽ事業部　交通管制チーム　リーダー

静岡県道路公社 道路部長　　常務理事兼道路部長

静岡県トラック協会 常務理事

静岡県バス協会 専務理事

静岡県タクシー協会 専務理事

事務局

　中部地方整備局 静岡国道事務所　調査課

　中部運輸局 静岡運輸支局

　静岡県 交通基盤部道路局道路企画課

　静岡県警本部 交通部交通規制課

　静岡市 建設局道路部道路計画課

　浜松市 土木部道路課

◎会長

※その他：各県道路利用者会議、観光協会、経済界等必要に応じ追加

別紙　１

所　属 役　職

静岡県道路交通渋滞対策推進協議会名簿





 

・ 新東名の平均交通量は、全日４０千台/日、平日３８千台/日、休日４４千台/日 

・ 静岡県内の新東名と東名の交通量合計は､全日１３％､平日１３％､休日１５％とそれ

ぞれ増加 

■平均交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・ 新東名の平均ＩＣ(インターチェンジ)利用交通量は､全日３２千台/日、平日２９千台

/日、休日３９千台/日 

・ 静岡県内の新東名と東名の平均ＩＣ利用交通量は､全日１３％､平日１１％､

休日１９％とそれぞれ増加（行動圏の拡大や来県者の増加） 

■平均ＩＣ利用交通量 
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(50％)

(50％)

出典：NEXCO 中日本、国土交通省 交通量計測データ  

（御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の交通量を集計） 

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）

全日 平日 休日 

２．平均ＩＣ(ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ)利用交通量の変化 
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凡例：交通量前年比 

：40 千台/日～ 

：20 千～40 千台/日 

：0～20 千台/日 

：0～▲25 千台/日 

：▲25 千～▲30 千台/日 

：▲30 千台/日～ 

１．平均交通量の変化 

1

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ  

（料金所を通過した台数の日あたり平均値（１回の利用につき１台カウント：出口交通量））

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金） 

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金） 

交通状況について 



 

・ 静岡県内の主要断面における新東名、東名、国道の断面交通量は、全日最大１０％､

平日最大１１％、休日最大１１％とそれぞれ増加 

・ 並行する国道は、新東名の開通に合わせ４車線化した国道１号静清バイパスの静岡県

中部断面において増加傾向がみられるが、全体的に大きな変化はみられない 

③静岡県西部断面      ②静岡県中部断面     ①静岡県東部断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③静岡県西部断面      ②静岡県中部断面     ①静岡県東部断面 
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）
交

通
量

（
千

台
/
日

）
交

通
量

（
千

台
/
日

）
(36%)

(64%)

(36%)

(28%)

(36%)

125
138

69
44

71
42

38 41

43
42

36
35

0

50

100

150

200

開通前 開通後 開通前 開通後

交
通

量
（
千

台
/
日

）
交

通
量

（
千

台
/
日

）

112 107
124 118

70
43

39

41
40

0

50

100

150

200

開通前 開通後

交
通

量
（
千

台
/
日

）
交

通
量

（
千

台
/
日

）

(63%)

(37%)

(33%)

(32%)

(35%)

111
122

平
・
休
日 

全 

日 

出典：中日本高速道路㈱、国土交通省 交通量計測データ  

平日開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）の平日 

平日開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）の平日 

休日開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）の休日（土曜・日曜・祝日） 

休日開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）の休日（土曜・日曜・祝日） 

新東名 東名 国道1号 新東名 東名 国道1号

新東名 東名 国道1号 新東名 東名 国道1号

平日 休日 

新東名 東名 国道246号

10％増 

平日 休日 平日 休日 

10％増

11％増 10％増 10％増 11％増 3％増 5％増 

③ 静岡県西部断面 

① 静岡県東部断面 

（ ）は仮称

② 静岡県中部断面

新東名 東名 国道246号

5％増 

３．県内の主要断面における交通量（新東名・東名・国道）の変化 
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交通状況について 



 

・ 開通後１年間に静岡県内で発生した１０㎞以上の渋滞は１８回 

・ 昨年同時期に東名の静岡県内で発生していた渋滞回数と比較すると、約９割減少 

■渋滞状況の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 新東名と東名における人身事故件数は、昨年同時期の東名の件数より約３割減少 

■交通事故の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

開通前   開通後

９割減

18 回

227 回
【
渋
滞
回
数
】 

（回） 
東名１回 

新東名 17 回 

東 名

開通後開通前 

出典：NEXCO 中日本データ 

   交通集中に伴う 10km 以上の渋滞回数  

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）

 富士川橋付近  富士川橋付近 

５．交通事故の変化 

全事故数

１割減

人身事故数

３割減少

出典：静岡県警記者発表 

   開通前：平成 23 年 4 月 14 日（木）～平成 24 年 4 月 13 日（金）

開通後：平成 24 年 4 月 14 日（土）～平成 25 年 4 月 13 日（土）

４．渋滞状況の変化 
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交通状況について 



 

・ 東名の平均旅行速度は、新東名開通後、約95km/h（５km/h上昇）､新東名は99km/h 

・ 東名の所要時間のばらつき減少（２３分→１２分）、定時性が大幅に向上 

■旅行速度【所要時間】の変化 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の所要時間の分布 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

約９０km/h 【１１２分】 

約９５km/h 【１０６分】 

約９９km/h 【９６分】 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果 

  開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 1 月 31 日（火） 

  開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 1 月 31 日（木） 

旅行速度は、御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間※の各区間の旅行速度の平均値※東名の 80km/h 規制区間及び連絡路は対象としない。 

所要時間は、新東名・東名とも御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間の時間 

旅行速度  【所要時間】 

東名の速度が

約５km/h上昇

※国土交通省 中部地方整備局・国土技術政策総合研究所による民間プローブデータを用いた集計結果 

  開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 1 月 31 日（火）／平成 23 年ＧＷ お盆 

 開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 1 月 31 日（木）／平成 24 年ＧＷ お盆

★特異値(所要時間の上位 10％、下位 10％)を除いた所要時間のばらつき 

［ＧＷ＋お盆］ 

22 分76 分 

３分の１に減少

■開通後、東名のＧＷ・お盆の所要時間のばら

つきが３分の１に減少 

 

80～ 85～ 90～ 95～ 100～ 105～ 110～ 115～120～ 125～ 130～ 135～ 140～145～150～155～160～
0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60%

～～

新東名 

東名 
(新東名 

開通後) 

東名 
(新東名 

開通前) 

所要時間（分） 

頻
度
分
布

東名(新東名開通後)のばらつき★

新東名のばらつき★ 

90～101 分 

100～112 分 

101～124 分 
東名(新東名開通前)のばらつき★ ☆グラフの見方：グラフの幅と高さ☆ 

狭くて高い＝ばらつきが小さい→いつも同じ到着時間 

広くて低い＝ばらつきが大きい→到着時間が不確定 

高

低

広狭

バラツキ

が小さい

23 分 12 分

２分の１に減少

■開通後、東名の所要時間のばらつきが

２分の１に減少 

［全日］ 

～～

80～ 85～ 90～ 95～ 100～ 105～ 110～ 115～120～ 125～ 130～ 135～ 140～145～150～155～160～

～～

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60%

新東名 

東名 
(新東名 

開通後) 

東名 
(新東名 

開通前) 

所要時間（分） 

頻
度
分
布

新東名のばらつき★  

90～103 分 

東名（新東名開通後）のばらつき★ 

100～122 分 

東名（新東名開通前）のばらつき★

102～178 分 

６．旅行速度と所要時間に関する定時性の変化 

4

交通状況について 



 

・ 静岡県内を通過する交通の約７割は新東名を利用、県内移動の約８割は東名を利用、

新東名と東名の役割分担が明確化 

・ 新東名の大型車の平均移動距離は約３１０kmである一方、東名は約１９０kmから 

１４０kmに減少し、東名の移動距離の長い通過交通が新東名に転換 

・ 東名の大型車の平均交通量は、開通前に比べ減少（２.７万台／日→１.４万台／日）

■新東名と東名の役割分担の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大型車平均交通量と平均移動距離の変化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 名古屋 

至 東京

出典：中日本高速道路㈱ 高速道路利用データ 

開通後：Ｈ24.9.1（土）～Ｈ24.9.30（日） 

  

2.7 万（台/日） 
  

約 190 km 約 140 km 

約 310 km 

開通前 開通後 1.5 万（台／日） 

1.4 万（台／日） 

７．新東名開通による高速道路の交通動向の変化 

出典：中日本高速道路㈱ 高速道路利用データ 

開通前：平成 23 年 11 月 12 日（土）～平成 23 年 11 月 18 日（金） 

開通後：平成 24 年 11 月 3 日（土）～平成 24 年 11 月 9 日（金） 

内々交通 93.3(千台/日) 

東名 72.2 

約８割 

新東名 

15.1
併用

6.0

通過交通 27.5(千台/日)

新東名 19.9 

約７割 

東名 

6.8 
併用 

0.8 

-凡例- 

◆内々交通： 御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間のＩＣどうしの利用交通。 

◆通過交通： 御殿場 JCT～三ヶ日 JCT を通過する利用交通。 

TOPICS  新東名と東名のＩＣ利用交通量 TOP３ 

新東名と東名のＩＣ利用交通量に関する TOP３を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

◆新東名“ＩＣ利用交通量”ＴＯＰ3 ◆東名“ＩＣ利用交通量”減少量ＴＯＰ3 

順
位 

ＩＣ名 
利用交通量
(千台/日) 

１
位 

新富士 IC 6.7 

２
位 

長泉沼津 IC 5.6 

３
位 

新静岡 IC 4.0 

順
位 

ＩＣ名 
利用交通量 
 (千台/日) 

１
位 

富士 IC 
▲4.1 

(12.8→8.7) 

２
位 

沼津 IC 
▲2.9 

(17.0→14.1) 

３
位 

浜松 IC 
▲1.5 

(13.5→12.0) 

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ （料金所を通過した台数の日あたり平均値（１回の利用につき１台カウント：出口交通量）） 

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）
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交通状況について 



 

・ 首都圏以東⇔中京圏以西の大都市圏間の長距離交通は、中央道ルートは約１．３千台

／日減少し、東名・新東名ルートは約１．８千台／日増加しており、中央道から東名・

新東名へ転換の傾向 

■首都圏以東⇔中京圏以西の大都市圏間の長距離交通の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８．大都市圏間の長距離交通の変化 

3.7
2.4

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

開通前 開通後

25.7

6.8

19.9

0.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

開通前 開通後

27.5

（千台/日） 

利
用
交
通
量

1.8 千台/日 増加

出典：中日本高速道路㈱ 高速道路利用データ 

開通前：平成 23 年 9 月 1 日（木）～平成 23 年 9 月 30 日（金）

開通後：平成 24 年 9 月 1 日（土）～平成 24 年 9 月 30 日（日）

中央道ルート 
1.3 千台/日減少

（千台/日） 

利
用
交
通
量 

東名・新東名ルート -凡例- 
東名を利用 
新東名を利用 
連絡路を利用して、東名・新東名を利用 

TOPICS  新東名と東名の区間交通量 TOP３ 

新東名と東名の区間交通量に関する TOP３を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新東名“区間交通量”ＴＯＰ3 ◆東名“区間交通量”減少量ＴＯＰ3 

順

位 
区間名 

交通量
(千台/日)

１
位 

新清水 IC～新清水 JCT 44.８ 

２
位 

長泉沼津 IC～新富士 IC 44.０ 

３
位 

新富士 IC～新清水 IC 43.３ 

順

位
区間名 

交通量 
(千台/日) 

１
位

清水 JCT～清水 IC ▲36.3 
(71.２→3４.９)

２
位

沼津 IC～富士 IC ▲33.1 
(74.２→41.１)

３
位

富士川ｽﾏｰﾄ IC～清水 JCT 
▲32.4 

(71.２→38.８)

出典：中日本高速道路㈱ 交通量計測データ （御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の交通量を集計） 

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）
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交通状況について 



 

・ 約８割の利用者が、夜間や悪天候時も含めて、安全に安心して運転できると評価 

・ また、本線の走行や休憩施設について、快適の観点でも、約８割の利用者が満足 

 

■安全・安心についての満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■快適についての満足度 
  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17% 60% 13% 8%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15% 70% 13% 2%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ.新東名は、安全に安心して運転できる 

25% 52% 13% 8%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ.新東名は、渋滞が少なく快適である Ｑ.新東名の SA･PA は、居心地が良く、ゆっくりと休める

約８割の方が満足 

約８割の方が満足 

77％77％ 

Ｑ.新東名は、夜間も安心して快適に運転できる 

85％ 

21% 60% 14% 4%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

約８割の方が満足 

81％ 16% 66% 13% 4%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

82％

Ｑ.新東名は、雨天などの悪天候でも安全に運転できる 

約８割の方が満足 

約８割の方が満足 

□グラフの凡例 

当てはまらない 全く当てはまらない

非常に当てはまる 当てはまる どちらとも言えない

新東名ができたことで、新東名だけ

でなく、東名も快適に走れるように

なり、とても便利になりました。 

SA･PA の駐車場は、大型車との区別により、

ゆっくり過ごせました。道路は、幅が広く、

ゆったり感があり、安心でした。 

９．道路利用者の満足度 

出典：中日本高速道路㈱ 顧客満足度（CS）調査結果（2012） 

中日本高速道路㈱ お客さまの声 

n=131 

n=118 n=118 

n=115 n=143 
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交通状況について 



 

・ 製造品等の運搬系企業は約６割が新東名を利用、営業系企業は、約８割が利用し、東

名と使い分けがどちらの業態ともに約５割以上 

・ 県内企業の県内すべての道路に関する満足度は、開通前の調査結果に比べ県内・県外

企業とも大きく向上（県内企業：約５割→約８割、県外企業：約６割→７割） 

■業態別の新東名の利用について 
製造品等の運搬系企業                   営業系企業 

 
 
 
 

 

■静岡県内外別の満足度 
県内企業                    県外企業 

 
 
 
 
 
 
 
 
開通前の満足度結果 

県内企業                    県外企業 

 
 
 
 

 

 

 

■県内地域別の満足度 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

【企業アンケート調査の概要】 

国土交通省中部地方整備局が、静岡県,愛知県,神奈川県,東京都,その他の企業（1,235 社）に郵送式のアンケート調査を実施(平成 24 年 10 月中旬～11 月 12 日締め切り)。 

回収は,480 社(県内 286 社、県外 168 社 不明 26 社)、回収率 39％ 

１０．企業の満足度の向上 

東名と新東名を

使い分け

50%

新東名は利用し

ていない

40%

主に新東名を

利用

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=266

東名と新東名を

使い分け

57%

新東名は利用し

ていない

25%

主に新東名を

利用

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=129

静岡県西部 

静岡県中部
静岡県東部 

静岡県西部 
開通前 

４７％ 

開通後 

６９％ 
（大変満足 8%+ 

満足 61%） 

（大変満足 5%+ 

満足 42%） 

静岡県中部

開通前

４３％

開通後

８２％
（大変満足 15%+

満足 67%） 

（大変満足 3%+

満足 40%） 

静岡県東部 

開通前 

５３％ 

開通後

８２％
（大変満足 10%+

満足 72%） 

（満足 53%） 

大変満
足, 3%

不満,
11%

満足,
42%

やや不
満, 44%

n=138

やや不
満, 34% 満足,

53%

不満,
10%

大変満
足, 3%

n=59

やや不
満, 18%

満足,
66%

不満, 5%
大変満
足, 11%

n=245

大変満
足, 4%不満, 3%

満足,
69%

やや不
満, 24%

n=118

約８割 約７割 

約５割 約６割 
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交通状況について 



 

・ 東名集中工事期間中の御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴ間の渋滞量は、開通前と比較する

と、約９割減少 

・ 平均所要時間は、開通前の約７０分の遅れが、開通後は、約２０分の遅れにとどまり、

平均所要時間の遅れは、約７割減少、一方で、新東名の平均所要時間に遅れはなし 

■御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴの渋滞状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴの平均所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．東名集中工事期間中にダブルネットワーク効果が発現 

東名 

集中工事時 

（開通前） 

新東名 

通常時 

集中工事時 

（開通後） 

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ 

   通常時：平成 24 年 9 月 25 日（火）～ 9 月 28 日（金）の平日※ 

  開通前：平成 23 年 10 月 11 日（火）～10 月 21 日（金）の平日 

 開通後：平成 24 年 10 月 9 日（火）～10 月 19 日（金）の平日 

※通常時の平均所要時間は IC 間を 80km/h で走行した場合の所要時間としている。

遅れ時間 
約７割減 

遅れ時間

無し 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
5,827km･h 

渋
滞
量 

（km・h） 

９割減 

436km･h 

開通前 開通後

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ 

開通前：平成 23 年 10 月 11 日（火）～10 月 21 日（金）の平日

開通後：平成 24 年 10 月 9 日（火）～10 月 19 日（金）の平日

  

工事に伴う渋滞量※ 

 ※渋滞量：渋滞規模を表す指標（渋滞長×渋滞時間） 

TOPICS  新東名と東名利用の燃費比較 

◆ 新東名は、東名に比べ走行性や安全性に重視した道路線形です。（御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴ間） 

 

 

 

 

◆ 東京～名古屋間の利用の場合、新東名は、東名に比べ約７％燃費が向上する結果となりました。

 

 

 

 

 

 

 

(社)全国物流ネットワーク協会が調査を実施 
 

・調査期間：平成 24 年 3 月及び 4 月 

・調査方法：数社のサンプリング調査 

・対象車両：東京ＩＣ～名古屋ＩＣ間の直行便トラック
4.74

4.43

4.0 4.2 4.4 4.6 4.8

新東名

東名

4.74

4.43

4.0 4.2 4.4 4.6 4.8

新東名

東名 燃費向上率

６.６４％

0.0 (km/l)

約１１５分 

約１８５分（遅れ約７０分） 

約１３５分（遅れ約２０分） 

約１１０分 

約１１０分 
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整備効果について 



 

・ 東名の大型車の事故による通行止めでは、新東名の交通量が前週の１．４倍と、ダブ

ルネットワーク効果が発現 

■事故による東名通行止め時の交通量(上り)の変化（前週同時間比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

・ 新東名高速道路の休憩施設には、防災救急機能の一つとしてヘリポートが整備 

・ ドクターヘリが出動し、遠州森町ＰＡの急病人に迅速な医療処置を実施 

・ 大規模災害時に備え、休憩施設のヘリポートを活用した防災訓練を実施 

■ドクターヘリの離着陸 
浜松消防がドクターヘリの出動を要請、遠州森町ＰＡ内ヘリポートに着陸。急病人は、迅速かつ適切な医療

処置を受けることができました。 
 
 
 
 
 
 
■ヘリポートを活用した防災訓練の実施 
 
 
 

 

静岡県警航空隊中型ヘリ（駿河湾沼津ＳＡ） 

１３．休憩施設における防災救急機能の発揮（ヘリポートの活用）

・ 医療上、より早い医師による処置（ファースト

タッチ）が重要であり、休憩施設にヘリポート

があることで、実現しやすい環境となった。 

・ 新東名は山間部を通過し、近隣に医療施設がな

いため、ヘリでの搬送は有効である。 

出典：聖隷三方原病院（医局）ヒアリング結果

国道１号バイパス（上り線） 

【志戸呂】 

出典：NEXCO 中日本、国土交通省交通量計測データ 

H24.4.23（月）3時～13 時と前週 16（月）を比較。 

吹き出し部：5時～10 時までの交通量計の前週比。 

志戸呂

0

2

4

6

8

10

12

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

交通量１.２倍 
並行する 

国道1号バイパスを

迂回利用 

新東名（上り線） 

森掛川 IC～島田金谷 IC 

0

5

10

15

20

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

交通量１.４倍 

(時) 

並行する新東名を

迂回利用 

出典：国土交通省ヒアリング 

東名：吉田 IC～袋井 IC 間

上り線通行止め

これまで一般道の迂回では倍以上のロスが生

じたが、新東名高速利用では、いつもと変わ

らない時間に 戻ってくることができた。 

（沼津市Ａ社） 

新東名開通後 

台風等の規制に伴い 

迂回機能発揮 

岐阜 

ドクターへり（遠州森町ＰＡ）聖隷三方原病院提供 

新東名において実施した主な訓練 

日時：〈休憩施設〉：訓練の名称 

①H25. 2. 7：〈浜松 SA〉：南海トラフ巨大地震対策中部ブロック協

議会広域防災訓練 

②H25. 2. 5：〈駿河湾沼津 SA 他 5 箇所〉：静岡県航空受援訓練

③H24. 9. 2：〈遠州森町 PA〉：静岡県総合防災訓練 

④H24. 5.30：〈浜松 SA〉：静岡県西部危機管理局防災訓練 

１２．東名通行止め時におけるダブルネットワーク機能 
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整備効果について 



 

・新東名およびアクセス道路の開通により、静岡市街地の交通の流れが大きく変化 

・新東名新静岡ＩＣと市街地を結ぶ（主）山脇大谷線の交通量が増加（最大４７％増）

・安倍川渡河断面の一般道路では、交通量が減少傾向（最大１３％減） 

■市街地の交通量の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市街地の交通分散イメージ 
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葵大橋
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岡
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（一）静岡朝比奈藤枝線

豊地IC
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）静

岡
清

水
線
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）山

脇
大

谷
線

（
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）
井

川
湖

御
幸

線
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）梅
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島

温
泉

昭
和

線

開通前（３８５百台/日） 
開通後（３９３百台/日） 

中島 

大岩 

 
至 梅ケ島 

開通前（５２百台/日） 
開通後（５８百台/日） 

開通前（８８百台/日） 
開通後（１２９百台/日）

開通前（４６４百台/日） 
開通後（５３３百台/日） 

開通前（６百台/日） 
開通後（１７百台/日） 

開通前（２４２百台/日） 
開通後（２３０百台/日） 

開通前（４３２百台/日） 
開通後（４０８百台/日） 

開通前（３４６百台/日） 
開通後（３２１百台/日） 

開通前（２４８百台/日） 
開通後（２１６百台/日） 

開通前（２５５百台/日） 
開通後（３１５百台/日） 

開通前（２７４百台/日） 
開通後（３１６百台/日） 

開通前（２８０百台/日） 
開通後（２５７百台/日） 

５％以上増加

増減率５％以下

５％以上減少

開通前交通量と比較して

凡例

１１％増加 

４７％増加 

１５％増加 

１７６％増加 
８％減少 

１３％減少 

７％減少  ６％減少 

５％減少 

開通前（２５２百台/日） 
開通後（２５０百台/日） 

１％減少 

※2 

２％増加 

１５％増加

２４％増加 

調査時期：開通前（H23 年 11 月） 

       開通後（H24年10月）（※高速はH24年11月）

※一般道の交通量は平日調査のもの 

※2 H24 年 5 月 

至 名古屋 

至 東京 

至 東京 

至 名古屋 

 
開 通

新東名と静清バイパスが  （主）山脇大谷線を経

由して連結することで、高速道路へのアクセス性

向上が図られています。 
また、静清バイパスの唐瀬 IC～羽鳥 IC4 車線化

により、市街地への交通分散が図られています。

交通の 

分散 

アクセス

性の向上

交通の

分散

賤機山より静岡市街地方面を望む 

静清バイパス
豊地 IC 

↓新静岡 IC へ

豊地 IC 
唐瀬 IC 

羽鳥 IC 

１４．市街地における交通の流れの変化（静岡市） 
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整備効果について 



 

・ 新東名へのアクセス道路である国道１５２号バイパスの開通により、浜松市内の生活

道路を通過する交通が約７割減少 

・ 地元の交通状況を良く知る方からは「通学路の安全性が向上した」との声 

■新東名アクセスへの通過交通の転換 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

200

670

0

200

400

600

800

バイパス開通前 バイパス開通後

バイパス開通後、交通量が少なくなっ

て、子ども達も安全に通学できる様に

なったと思っています。 

(市道浜北芝本天竜川線 交通誘導員) 

（台/2H） 

出典：浜松市 交通量計測データ 

 開通前：Ｈ24.3.13 開通後：Ｈ24.5.17 AM7:00～9:00 

芝本駅入口交差点右左折車両の交通量

約 7 割減 

開通後

生活道路（通学路） 

国道 152 号バイパス開通 

（平成 24 年 3 月 28 日） 

平成 24 年 3 月早朝撮影 平成 24 年 7 月早朝撮影 

通学路 

：通学路

：開通前

：開通後

至 

浜
松
SA

スマート

IC
至 

森
掛
川
IC 

開通前 

市道浜北芝本駅

天竜川線 

遠
州
鉄
道

写真撮影→ 

芝本駅入口 

交差点 

１５．生活道路の安全性向上（浜松市） 
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整備効果について 



 

・ 新東名を利用することで、目的地までの所要時間が大幅に短縮、自社便で２往復が可

能となり、輸送コストが約２５％削減 

・ 新東名 清水連絡路の開通により、南北方向の企業活動においても効果を発現 

■自社便で２往復が可能となり、輸送コストが約２５％削減 

・厚木に緩衝材を輸送している清水工業団地のＡ社は、新東名利用により所要時間が往復

１時間削減したため、自社便での２往復が可能となりました。開通前に業者に委託し輸

送（１往復）していたころより、コストが約２５％削減しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■国道５２号の通行止め時に迂回利用（輸送の確実性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水工業団地

 新東名高速道路の利用で運送時間

が往復約１時間短縮し、自社便（４

ｔの２往復）を活用できるようにな

りました。これにより、約２５％の

輸送コスト削減を達成できました。 

委託(10t 車)

１往復 

自社便(4t 車)

２往復 

自社便(4t 車)

２往復 

出典：企業ヒアリング

至 

名
古
屋 

至 

東
京 

 国道５２号が止まると、富士宮

方面から迂回していました。 

 新東名開通後は、通行止め時も普

段通り出荷できています。 

30

70

15

0 20 40 60 80

通常時

緊急時

緊急時

開
通

前
開

通
後

分

８割短縮

２．３倍

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

新
清
水

清
水 

清水 

いはら 

富士川 

スマート IC 

富士 

新富士 

通行止 

清水工業団地

これまでの
迂回ルート

７０分  

現在の
迂回ルート

１５分  

通常
ルート
３０分  

出典：企業ヒアリング

約55 分短縮 

約 40 分増 

国道 52 号 

通行止め時 

至 

東
京 

至 

名
古
屋 

清水工業団地

新清水ＩＣ

新東名高速道路

清水工業団地

新清水ＩＣ

新東名高速道路

至 

名
古
屋 

至 

東
京 

至 甲府 

１６．企業活動の変化 
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整備効果について 



 

・ 救急搬送等で新東名が利用され、搬送時間が短縮し、傷病者への負担も軽減 

・ 清水区宍原
ししはら

地区から静岡県立総合病院への搬送時間は、新東名開通後２８分短縮し、

２０分で病院に到着が可能 

・ 傷病者をより迅速に病院に搬送できるようになり救命の確率が向上 

■新東名利用による救急搬送について  ■宍原
ししはら

地区から静岡県立総合病院への搬送の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 新たな高速ＩＣ３０分圏域、また新東名、東名両方からの３０分圏域が拡大 

■新東名・東名のＩＣアクセス圏域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１７．医療搬送における所要時間の短縮 

出典：静岡市消防局ヒアリング 

 新東名を利用することで、一般道

路のカーブやアップダウン、段差な

どを回避でき、振動による傷病者へ

の負担を軽減することができていま

す。 

 また、病院到着時間が短縮し、よ

り迅速に治療ができます。 

※清水区宍原地区から静岡県立総合病院に搬送した場合 

 （開通前ルート）国道 52 号⇒国道 1号静清バイパス 

 （開通後ルート）国道 52 号⇒新東名高速道路（新清水 IC⇒新静岡 IC)⇒（主）山脇大谷線 

開通前所要時間：平成 22 年道路交通センサス混雑時平均旅行速度から算出 

  開通後所要時間：新東名高速道路、主要地方道山脇大谷線）規制速度から算出 

 （上記以外の道路）平成 22 年道路交通センサス混雑時平均旅行速度 

開通前は 4488 分分  
（国道５２号⇒国道１号ＢＰ）静岡県立

総合病院

開通後は 2200 分分  
（国道５２号⇒新東名⇒（主）山脇大谷線）

至 名古屋

至 東京 

至 静岡ＩＣ

宍原地区 

１８．ＩＣアクセス圏域の拡大 

沼津市

静岡市

浜松市 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果（休日 12 時間の平均旅行速度） 

  東名:平成 23 年 6 月 

新東名･伊豆縦貫道・遠南信道:平成 24 年 6 月 

新東名の新たなIC30分カバー圏

東名・新東名IC30分重複カバー圏

伊豆縦貫道・三遠南信道のIC30分カバー圏

東名IC30分カバー圏

新東名の新たなIC30分カバー圏

東名・新東名IC30分重複カバー圏

伊豆縦貫道・三遠南信道のIC30分カバー圏

東名IC30分カバー圏
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整備効果について 



 

・ 商業施設であるネオパーサ（７箇所）の１年間の来場者数は、約３,８００万人 

・ 商業施設を目的地とする声や、利用時の快適性を感じている声 

・ 浜松ＳＡスマートＩＣは休日２.５千台/日、静岡ＳＡスマートＩＣは休日１.８千台/

日が利用 

■高速道路商業施設の利用状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■高速道路商業施設へのリピート志向 
 
 
 
 
 
 
■スマートＩＣの利用状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3

1.8
1.5

0.0

1.0

2.0

3.0
（千台／日）

1.5

2.5

1.8

0.0

1.0

2.0

3.0
（千台／日）

NEOPASA はとにかく

雰囲気が良く楽しいで

す。毎回行く度に新しい

発見があるし、施設自体

もどんどん進化して綺

麗になっているので、い

つも新東名を走るのが

楽しみです。 

NEOPASA 清水

平成 25 年 1 月撮影平成 25 年 1 月撮影 

NEOPASA 浜松 

Ｑ.新東名には、また立ち寄りたくなる SA･PA がある。

21% 56% 14% 7%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

約８割の方がまた立ち寄りたい 
n=141 

非常に当てはまる 当てはまる どちらとも言えない

当てはまらない 全く当てはまらない

□グラフの凡例 

出典：中日本高速道路㈱ 顧客満足度（CS）調査結果（2012） 

来場者数は平成 24 年 4 月 14 日（土）～平成 25 年 4 月 14 日（日）までの、

各 NEOPASA 出入口での観測結果 

１９．商業施設(ネオパーサ)とスマートＩＣの利用状況 

浜松ＳＡスマートＩＣ出入交通量 静岡ＳＡスマートＩＣ出入交通量 

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ 

   平成24年4月15日（日）～平成25年4月12日（金）

全日 平日 休日 全日 平日 休日 

・高速道路まで３０分程度かかってい

たが、新東名のスマートＩＣが出来

たことで、１０分程度で利用できる

ようになり大変便利になった。また、

高速道路の利用頻度も以前より増え

た。 

浜松ＳＡ付近の住民の声 静岡ＳＡ付近の住民の声 
・SA内のラーメン店が２４時間営業と

いうこともあり、利用している。 

・ＳＡ内にドッグランがあるので、散歩

時に利用している。 

・街が便利になっていることを実感して

いる。ＳＡがなければこんなに便利だ

とは体感できなかっただろう。 

出典：浜松市・静岡市ヒアリング
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整備効果について 



 

・ 新東名沿線の観光施設（浜松市・富士宮市）の駐車場利用は県外車両が増加 

・ 観光施設（浜松市・富士宮市）の利用者アンケート結果では、昨年に比べ滞在が長時

間化の傾向 

・ オクシズ（静岡市）の観光施設では、新東名の開通により高速道路のＩＣが近くなり、

利用者が増加傾向（７％増） 

・ 主な観光施設の静岡市外からの観光客の６割以上が新東名を利用 

■新東名沿線の観光施設の駐車車両と滞在時間の変化 

はままつフルーツパーク（浜松市）          富士山せせらぎ広場（富士宮市） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■オクシズ（静岡市）の主要施設（11 箇所）の年間利用者数の推移  

 

 

 

 
 
 
 
■静岡市外からの来訪者の新東名利用状況 
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37.5%

市外からの観光客

の６割以上が、新東

名高速道路を利用 

n=32 

利用した
利用していない

出典：観光施設来訪者アンケート 観光施設従業員の声

 新東名利用のお客様

が少しずつ増えてきた。

特に関東などの東から

のお客様が多かった。 

オグシズ 

出典:国土交通省 中部地方整備局・浜松市 

車籍地・利用者アンケート調査結果 

   開通前:平成 23 年 11 月 20 日(日)アンケート配布･ 

車籍地調査（14 時台） 

   開通後:平成 24 年 9 月 23 日(日)アンケート配布､ 

10 月 7 日(日)アンケート配布･車籍地調査（14 時台）

２０．観光振興への寄与 
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整備効果について 



 

・  静岡県の工場立地件数は昨年（平成２４年）１年間に７３件、全国で２位 

・  新東名沿線内陸部の開発や防災の観点を盛り込んだ「内陸のフロンティア」を拓く取

組 が始動 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・ 新東名・三遠南信自動車道の開通により日帰り観光圏が拡大､鳳来峡ＩＣからの９０

分圏交流人口は、愛知県内人口の約９割、静岡県内人口の約７割 

■三遠南信自動車道の交通量  ■三遠南信自動車道の鳳来峡ＩＣの９０分圏域の拡大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２．新東名とネットワークを形成する三遠南信自動車道の整備 

16
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24

30

0
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/

31%増 
23%増 

25%増 

新東名 

開通前 開通後 

全日 

新東名 

開通前 開通後 

平日 

新東名 

開通前 開通後 

休日 

（百台/日） 

出典：国土交通省データ  

開通前：平成 24 年 3月 5 日（月）～4月 13 日（金） 

開通後：平成 24 年 4月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金） 

鳳来峡ＩＣ

名古屋市

静岡市 

豊田市

浜松市

豊橋市

岡崎市

沼津市

静岡県内人口の 

約７割 

愛知県内人口の

約９割 

平成 24 年 3 月開通 

平成 24 年 4 月 14 日 

新東名同時開通 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果（休日 12 時間の平均旅行速度）

   開通前:平成 23 年 6 月 

   開通後:平成 24 年 6 月 

■内陸フロンティア構想を先導する取組等

藤枝市 
「食と農」関連産業のアンテナ

エリアの形成 

三島市、函南町、長泉町
農業と観光の新結合や物流の地域

資源活用拠点の形成

小山町 
富士山麓における地域産業の振

興とバイオマス活用拠点の形成

富士市 
新富士ＩＣ周辺における物流産

業の集積と観光拠点の創出

静岡市 
「食と農」の都市農村交流エリ

アの形成

森町 
創造的田園居住エリアの形成

袋井市 
「食と農」ビジネスの振興によ

るセントラルキッチンの形成 

吉田町 
津波防災まちづくりによる沿岸

域の災害に強い地域づくり 

袋井市 
沿岸域における企業移転・農地

再生モデルの構築

磐田市 
沿岸域における企業移転による

新産業創出モデルの構築 

静岡県全域 
広域物流拠点の創出による物流

ネットワークの充実 

都田地区 

富士山南陵

富士山フロント

ＩＣ周辺地区 

土地区画整理

富士御殿場 

凡 例 

：主な工業用地等 

：内陸ﾌﾛﾝﾃｨｱ関連の取組 

磐田五十子
浜北新都市 

焼津水産流通加工

吉田町川尻
吉田町住吉

池新田

掛川新 

エコポリス

袋井山科東

■県別立地件数全国トップ５(平成 24 年)

出典：静岡県資料 

※平成 25 年 2 月地域活性化総合特別特区に指定 

出典：経済産業省「平成 24 年（1～12 月）に 

おける工場立地動向調査について（速報）」 

平成 25 年 4 月 

２１．地域経済の活性化に向けた動き 

 ※ 

75 73 70 68
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整備効果について 



 

・ 平成２５年度に三島塚原ＩＣ～函南塚本ＩＣ間が開通(延伸)すると、ＩＣ３０分圏域

は約２倍に拡大、伊豆地域全体の約４割の地域がＩＣから３０分以内で到達 

■伊豆縦貫自動車道によるＩＣ３０分圏域の変化 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

２４．今後の開通予定 

２３．新東名とネットワークを形成する伊豆縦貫自動車道の整備 

■伊豆縦貫自動車道の交通量 
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長泉町 

清水町 

裾野市

大平 IC 

伊豆中央道 

修善寺道路 

天城北道路 

東名・新東名高速道路30分圏

伊豆縦貫自動車道 H21開通後30分圏

伊豆縦貫自動車道 H25開通後30分圏

伊豆地域全体の

約４割 
出典：国土交通省データ  

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～平成 24 年 4 月 13 日（金）

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～平成 25 年 4 月 12 日（金）

23%増 23%増 24%増 

新東名 

開通前 開通後

全日 

新東名 

開通前 開通後 

平日 

新東名 

開通前 開通後

休日 

（百台/日） 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果 (平成 24 年 6 月 休日 12 時間の平均旅行速度) 

H21 開通後 30 分圏:平成 21 年度開通区間（三島塚原 IC）からの 30 分圏域 

H25 開通後 30 分圏:平成 25 年度開通予定区間を含め伊豆中央道+修善寺道路+天城北道路(太平 IC)からの 30 分圏 
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高速ネットワークの整備

三遠南信自動車道 

（佐久間～東栄） 

平成 30 年度開通予定

中部横断自動車道

（新清水～富沢） 

平成 29 年度開通予定

平成 26 年度 
開通予定 

平成 32 年度 
開通予定 

平成 30 年度
開通予定 

平成 28 年度
開通予定 

東駿河湾環状道路 

（三島塚原～函南塚本） 

平成 25 年度開通予定 

新東名（御殿場 JCT～三ヶ日 JCT） 
平成 24 年 4 月 14 日（土）開通 

愛知県 

静岡県 

神奈川県 

（ ）は仮称  ［ ］は完成年度予定 

［H25 年度］ 

［H27 年度］

［H27 年度］

［H28 年度］

［H29 年度］

［H28 年度］ 

［H28 年度］ 

［H32 年度］

［H28 年度］

［H28 年度］ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表紙・裏表紙写真：NEXCO 中日本提供

[平成 25 年 6 月]

新東名高速道路（御殿場JCT～三ヶ日JCT）のホームページをご覧ください。 

アドレス：http://www.shintomei-shizuoka.net 
   

中部地方整備局や静岡国道事務所のホームページにある上記のバナーからもアクセスできます。 




